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○第 199 回八雲神社祭典　天王祭

○まだまだ続く暑さ　熱中症対策は大丈夫 !?

○１１の重点事業箇所を県に要望しました

○議会だより

下石井字入山地内に

　　咲き誇るヤマユリ
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この日のために
　　作り上げられた
　　　　山車が祭を飾る

ふれあい矢祭２０１３

　役場駐車場で実施されたふれあい矢祭 2013 では、今

年も東舘小学校やその他団体よるよさこい踊りや、町文

化団体アアリィによるフラダンスが披露され、会場に訪

れていた多くのお客さんからは歓声が上がっていました。

第 199 回

　八雲神社祭典天王祭

　

７
月
14
日
、
伝
統
行
事
東
舘
地
区
の
八
雲
神
社
祭

典
「
天
王
祭
」
が
華
や
か
に
行
わ
れ
、
祭
り
の
始
ま

り
か
ら
宮
入
ま
で
東
舘
地
区
に
大
き
な
賑
わ
い
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
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まだまだ続く暑さ　熱中症対策は大丈夫 !?
　暑い夏はこれからが本番です。気温が高くないからといって油断せずに、

しっかり体調管理を行い、熱中症を予防して夏を元気に乗り切りましょう！

　

熱
中
症
は
症
状
が
出
る
前
に
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

毎
年
、
熱
中
症
患
者
は
暑
さ
を
感
じ
に

く
い
お
年
寄
り
や
体
温
調
節
機
能
が
十
分

発
達
し
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
く
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
元
気
盛
り
の

年
齢
の
方
も
体
調
や
生
活
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
楽
し
く
元
気
に
夏
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か

り
と
ら
え
て
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分

　

補
給
を
す
る
。

○
室
温
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
エ
ア

　

コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
す
る
。

○
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す

　

る
。

○
外
出
す
る
と
き
は
涼
し
い
服
装
で
出
か

　

け
る
。

○
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
と
る
。

○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
暑
さ
に

　

負
け
な
い
体
力
づ
く
り
を
す
る
。

　

熱
中
症
と
思
っ
た
ら
、
適
切
に
そ
し
て

す
み
や
か
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
涼
し
い
場
所
へ
の
避
難

　

日
陰
で
風
通
し
の
よ
い
場
所
や
、
エ
ア

　

コ
ン
が
効
い
て
い
る
場
所
へ
避
難
す
る
。

②
脱
衣
と
冷
却

　

衣
服
を
脱
が
せ
て
体
か
ら
熱
が
放
散
す

　

る
よ
う
に
す
る
。

　

露
出
さ
せ
た
皮
膚
に
水
を
か
け
て
、
扇

　

風
機
な
ど
で
扇
ぎ
体
を
冷
や
す
。

　

首
や
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
を
冷

　

や
す
と
効
果
的
。

③
水
分
・
塩
分
の
補
給

　

冷
た
い
水
を
与
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

　

ン
ク
や
経
口
補
水
液
は
大
量
に
汗
を
か

　

い
た
と
き
に
最
適
。

　

※
呼
び
か
け
や
刺
激
に
対
す
る
反
応
が

　

お
か
し
い
場
合
や
、
そ
れ
に
応
え
な
い

　

場
合
は
誤
っ
て
水
分
が
気
道
に
流
れ
込

　

む
こ
と
が
あ
る
の
で
、
口
か
ら
水
分
を

　

と
る
の
は
注
意
が
必
要
。

④
医
療
機
関
へ
運
ぶ

　

自
分
で
水
分
の
摂
取
が
で
き
な
い
場
合

　

は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

　

こ
と
が
必
要
。

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
の

体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど

が
影
響
し
て
、
暑
さ
に
対
す
る
抵

抗
力(

感
受
性)
は
個
人
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
で
す
。
自
分
の
体

調
の
変
化
に
気
を
つ
け
暑
さ
へ
の

抵
抗
力
に
合
せ
て
、
熱
中
症
予
防

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
十
分
な
睡
眠
や
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
栄
養
を
と
る
、
適
度
な

運
動
を
す
る
な
ど
日
頃
の
健
康
管

理
が
大
切
で
す
ね
。

　

ま
た
、
手
の
甲
を
つ
ま
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
放
し
た
時
に
皮
膚

の
も
ど
り
が
悪
か
っ
た
ら
、
水
分

が
不
足
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
の
ど
の
渇
き
に
関
係
な
く
水

分
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
と
こ
ろ
で
の

運
動
や
作
業
に
よ
り
、
体
の
中
の
水
分
や

塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の

調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
る
こ
と
か
ら
生

じ
ま
す
。
ま
た
、
気
温
が
低
く
て
も
湿
度

が
高
い
と
体
に
熱
が
こ
も
り
、
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で

す
。
体
温
上
昇
や
め
ま
い
、
だ
る
さ
を
感

じ
る
病
気
で
、
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
、

け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
、
運
動
障
害
な
ど

を
起
こ
し
て
し
ま
う
病
気
で
毎
年
、
全
国

で
死
亡
者
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
盆
を
迎
え
、
家
族
で
レ

ジ
ャ
ー
や
夏
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
い
る
家
族
や
仲

間
が
一
人
ひ
と
り
を
気
づ
か
い
、
熱
中
症

を
予
防
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
死
者
を
出
さ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は
？

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

～ 町保健師からのアドバイス ～熱
中
症
を
侮
あ
な
ど

ら
ず

正
し
い
知
識
で

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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１１の重点事業箇所を県に要望しました

平成２５年度事業調整会議

　7月 3日、役場会議室において、今年度の

「事業調整会議」が開催されました。

　町からは古張町長と事業課職員 3名、県

南建設事務所からは浅野俊和所長ほか 8名

が出席し、矢祭町内における公共工事等に関

する意見交換を行いました。

　会議では、建設事務所から矢祭町に関する

事業計画の説明があった後、町から県で管理

している道路や河川の工事についての要望を

しました。

　町から県への要望事項及び県からの回答は

以下のとおりです。

○国道 349 号道路改良（小田川～上関河内地内）　延長 4,400 ｍ

○県道石井・大子線道路改良（茗荷地内）　延長 500 ｍ

○国道 118 号道路改良（東舘字山野井地内）　延長 250 ｍ○小田川河川維持（山下字関平（外３）地内）　延長 300 ｍ

○久慈川河川維持（東舘字蔵屋敷地内）　延長 10 ｍ

○県道下関河内・小生瀬線道路拡幅（山下字東ヶ谷地地内）　延長 100 ｍ

○県道下関河内・小生瀬線道路拡幅（山下字福住地内）　延長 164 ｍ

○国道 118 号歩道新設（東舘字並木～戸塚字大子沢地内）　延長 1,050 ｍ

　大変多くの大型車両が通行しておりま

すが、歩道がなく幅員が狭いため非常に

危険であります。下関河内小学校の通学

路でもあり、本町の最重要の要望箇所で

ありますので、引き続き事業の推進を強

く要望いたします。

　平成 24 年度明許繰越及び平

成 25 年度現年で、1 工区（L

＝ 850m）の改良工事の完成を

予定しています。

残りの工区についても、調査を

進めてまいります。

　国道 118 号と茨城県大子町を結ぶ主

要県道でありますが、茗荷地区は屈曲、

狭
きょうあい

隘道路で危険な状況であります。バス

路線でもありますので早期改善を要望し

ます。

　平成 26 年度道路局概算希望

にて、交付金事業（地域活性化）

として、新規の要望を行いまし

た。

　急カーブで狭
きょうあい

隘なため見通しが悪く、

交通事故が多発しています（これまで死

亡事故５件）。小中学校の通学路でもあ

り視距改良が必要な場所であります。

　平成 25 年度は、交付金事業

（交安）として、地形測量及び

道路予備設計Ｌ＝ 1.0km を実

施してまいります。

　一級河川小田川に土砂が堆積していま

す。人家や農地に越流の恐れがあります

ので堆砂除却を要望いたします。

　小田川の堆砂除去については、

過年度までに山下、上関河内、

下関河内の各地区で実施してき

たところです。当該箇所につい

ては、緊急性の高い箇所から対

応してまいります。

　東舘近辺には水辺の自然に親しむ場所が

少ないため、心の癒し・ストレス解消・河

川愛護増進のため多目的広場などの親水施

設が必要であります。河川敷は緊急時のヘ

リポートとなっているため、浸食防止のた

め土砂の浸食防止工が必要であります。

　これまでサイクリングロードの案

内看板や堤防への階段工事を実施

してきており、今年度も階段工1

基を実施し、水辺空間の環境整備

を推進します。ヘリポート区間の河

岸についても検討してまいります。

　本箇所は、県道の見通しの悪い急カー

ブ箇所に農道山下 1号線が突き当たる

交差点になっています。見通しが悪く、

急勾配のため大変危険であります。早期

の改善を要望いたします。

　1.5車線等の現道対策を含め、

事業実施に向けて検討を進めて

まいります。

　国道 349 号と茨城県・小生瀬を結ぶ

主要路線でありますが、福住地内の橋梁

幅員が狭く、前後が急勾配のため特に冬

期間は大変危険であります。早期の改善

を要望いたします。

　1.5車線等の道路対策を含め、

事業実施に向けて検討を進めて

まいります。

　小中学校の通学路にもなっております

が歩道がありません。大型車が歩行者の

すぐ近くを通過している状況でありま

す。大変危険なため歩道設置が必要であ

ります。

　平成 25 年度は、交付金事業

（交安）として、地形測量及び

道路予備設計Ｌ＝ 1.0km を実

施してまいります。

社会を明るくする運動…考えよう相手のきもち

要望理由

要望理由

要望理由要望理由

要望理由

要望理由

要望理由

要望理由

県の対応方針

県の対応方針

県の対応方針県の対応方針

県の対応方針

県の対応方針

県の対応方針

県の対応方針



○大内沢川河川維持（下石井字雁小屋地内）　延長 100 ｍ

○国道118号道路維持（東舘字舘本地内）　延長 9ｍ

○久慈川河川維持（黒助堰・道ヶ作堰）　延長 100 ｍ

　一級河川大内沢川に土砂が堆積してい

ます。人家や農地に越流の恐れがありま

すので堆砂除却を要望いたします。

　

　当該箇所については、緊急性

の高い箇所から対応してまいり

ます。

　現在の横断暗渠は､ 豪雨の際にのみき

れず越流しています｡ 口径を大きくする

ことを要望します｡

　当該箇所の越流対策については、

横断暗渠部だけでなく、町道部も

含めた排水系統全体の状況を把握

した上で対策内容を検討する必要

があると考えております。今年度

より調査を実施してまいります。

　久慈川には支流から土砂の流入が多く、

堰の上流には大量の堆砂が発生していま

す。これが石のすき間につまり、アユな

どの生態に悪影響があります。生物に良

好な自然環境を守るため堆砂除却を要望

します。

　河川管理者が実施する堆砂除

去は、堆砂により河積が阻害さ

れ治水上支障となる場合に実施

しています。用水堰の影響区間

については、河川法の許可を受

けた堰管理者の対応となります。

要望理由

要望理由

要望理由

県の対応方針

県の対応方針

県の対応方針

入札結果
　町が発注した予定価格が 130 万円を超える工事の入札結果をお知らせ

いたします。

工　事　名 入札日
（予定価格）
落札金額

落　札　者 工 事 場 所 工　　　期

平成25年度矢祭中学校
太陽光発電設備等設置工事

6月 7日
（47,985,000）
47,775,000

藤田建設工業株式会社
代表取締役社長　藤田光夫

東舘字大寄地内
平成25年6月10日～
平成25年12月20日

平成25年度第1簡易水道基幹
改良事業配水管布設替工事

６月２８日
（20,422,500）
19,950,000

佐藤建設株式会社
代表取締役　佐藤正美

東舘字舘本地内
平成25年7月1日～
平成25年12月20日

平成25年度第2簡易水道基幹
改良事業配水管布設替工事

６月２８日
（30,555,000）
30,450,000

矢祭建設株式会社
代表取締役　藤田　清

茗荷字歯朶平地
内

平成25年7月1日～
平成25年12月20日

平成25年度沼畑地内外道路
維持工事

７月４日
（3,510,150）
3,440,000

佐川建設株式会社
代表取締役　佐川　泉

下石井字沼畑地
内

平成25年7月5日～
平成25年10月31日

緑川　颯
は や と

斗くん

鈴木　侑
ゆ

莉
り

ちゃん

柴田　莉
り

来
こ

ちゃん

小滝　歩
あ ゆ か

花ちゃん

緑川　心
こ は る

春ちゃん

本田　大
ひ ろ と

翔くん

石原　令
りょうた

大くん

石井　陽
ひ

色
ろ

ちゃん

鈴木　滉
こうだい

大くん

藤田　紗
さ

妃
き

ちゃん

虫歯になんか　
　ならないぞ～

３
歳
児
健
診
を
実
施
し
ま
し
た

　

７
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
３
歳
児
健
診

が
行
わ
れ
、
14
人
中
10
人
が
虫
歯
ゼ
ロ
で
し
た
。

３
歳
で
は
、
ま
だ
自
分
で
き
ち
ん
と
歯
を
磨
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら
困
ら
な
い
よ
う
お
子
さ
ん
の

歯
を
き
ち
ん
と
磨
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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　下石井の国道 118 号と頭屋を結ぶ道路は狭く

て危険なため、拡幅工事を実施しました。

　地権者のご協力により平成 23 年度に着工し、

本年 6月に完了しました。これにより、国道か

ら頭屋までの交通の便が向上した他、町道高萩線

のう回路としての利用も見込まれます。

　併せて消火栓２基も新設し、火災発生の備えを

しました。

　東日本大震災によりニュータウン西側の道路や

法面等に亀裂が発生し、大きな被害が発生しまし

た。

　道路、法面の復旧は終了しましたが、さらなる

法面補強のため、2年継続事業として法面補強工

事を実施しました。

　これにより、同程度の地震が来ても耐えられる

安定した法面となりました。

道路が広くなりました ニュータウンの法面を補強

■工事内容
　矢祭ニュータウン法面補強工事
　・アンカー工　272 本　受圧板　272 基
　・施　工　者　国土防災技術 (株 )
　・請 負 金 額　291,545,100 円

10広報やまつりＨ25．８11 広報やまつりＨ25．８

坂井　茉
ま

奈
な

ちゃん

（8月14日生まれ・東舘）

　好奇心いっぱいのまなちゃん。
2人もお姉ちゃんがいてよかっ
たね。たくさん食べて、遊んで、
元気に育ってね！（父母より）
　

齊藤　琉
れおん

音くん
（8月24日生まれ・関岡）

　いつも元気いっぱいれん
ちゃん。お姉ちゃんを守れる
ような、つよく、優しい男の
子になってね。
　　　　　（パパ・ママより）

齋藤　孔
こうすけ

助くん
（8月20日生まれ・小田川）

　小さく生まれた孔助。ここ
まで元気に育ってくれてあり
がとう。これからもたくさん
笑って大きくなってね。
　　　　　　　（父・母より）

す
くす
く

満１歳

お誕生日おめでとう！！

第２５回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

矢祭町チーム 「選手」募集 !!

ソ
ー
ダ
水
言
い
た
き
こ
と
の
溢
れ
出
づ　

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

日
焼
け
顔
工
事
現
場
の
首
タ
オ
ル

雑
念
を
萬
の
草
に
託
し
刈
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

茄
子
漬
け
に
戦
時
を
語
る
傷
の
有
り

あ
る
な
し
の
風
に
匂
ひ
り
花
茨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

鰻
重
に
い
つ
死
ん
で
も
と
嘘
を
言
う

娘
の
家
に
近
づ
く
峠
蛇
枕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

空
家
に
も
節
来
れ
ば
咲
く
韮
の
花

軒
風
鈴
二
つ
鳴
ら
し
て
留
守
の
家　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

新
調
の
山
車
や
引
き
手
に
光
る
汗

幼
な
顔
失
せ
ぬ
男
の
神
輿
揉
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

盆
供
養
代
理
の
僧
の
声
通
る

お
に
ぎ
り
の
真
っ
赤
な
た
ら
こ
万ば

ん
り
ょ
く
り

緑
裡　

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子

本
日
は
土
用
丑
の
日
老
二
人

朦
朧
と
竹
薮
橈た
わ

む
梅
雨
の
山　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

小
流
れ
や
笹
舟
繋
ぐ
蜘
蛛
の
糸　

俳
句

ふ
き
の
芽
句
会

◆日時

　平成 25年 9月 1日（日）

　※小雨決行

　（延期の場合は9月8日（日）実施）

　午前6時ユーパル矢祭駐車場出発

◆場所

　宮城県苅田郡蔵王町

　「苅田岳」「熊野岳」「お釜」

◆参加対象

　小学生以上で、体力に自信のあ

　る方（約 5.0km歩きます）

◆参加費

　大人 1,000 円　

　小人（小・中学生）500 円

◆交通

　大型バス 3台

◆募集人員

　先着 100 名

◆申込み・お問い合せ　

　8月 15 日までに、参加申込書

　か直接電話・FAX で申し込み

　ください

　　矢祭町大字東舘字石田 25

　　教育委員会生涯学習グループ

　　電話・FAX（46-2202）

矢祭町ハイキング教室

参加者募集 !!

■工事内容
　町道若宮・前ヶ作線及び町道山崎・頭屋線改良工事
　・延　　長　499 ｍ　幅員　3.0 ｍ
　・施 工 者　( 有 ) 熊田組
　・請負金額　45,770,550 円（2路線合計）

【募集人数】

　２２名

【選手資格】

　平成２５年９月１日現在、矢祭町に在住して

　いる方。

　中学生に限り学校所在地がある町から出場で

　きる。

　ふるさと選手は、他県・他市町村在住者であ

　っても出身中学校がある町から４名以内出場

　できる。

【大会内容】

　平成２５年１１月１７日 (日 )

　午前７時４０分スタート

　白河市総合運動公園陸上競技場～福島県庁前

　１６区間　９５．１ｋｍ

【応募締切】

　平成２５年８月２３日 (金 )

【申込内容】

　氏名・性別・年齢（学生の場合は、学校名と

　学年）・住所・電話番号・保護者名（学生の

　場合）

【申し込み・問い合わせ】

　矢祭町教育委員会生涯学習グループ

　（中央公民館内）

　☎４６-２２０２　



北側から望む園舎（左手前が保育部棟、奥が幼児教育部棟、右側が遊戯室棟）

幼児教育部棟 保育部棟

完成予想図

遊戯室
ランチルーム

職員室

幼児教育部棟

保育部棟
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　住民票や戸籍の交付などの窓

口業務が担当ですので、皆様と

直接接する機会が多いと思いま

す。町民の皆様のお役に立てる

よう精一杯頑張らせて頂きます

ので、よろしくお願いいたしま

す。

　たくさんの方とのつながりを

大切にし、公私にわたって人か

ら頼られるあたたかい職員にな

りたいと思っております。町の

ため、町民の皆様のため、一生

懸命頑張りますのでよろしくお

願いします。

　仕事を始めてまだ３ヶ月と少

しで、周りの方々に支えてもら

ってばかりですが、少しでも矢

祭町と町民の方々に役立てます

よう頑張っていきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいた

します。

　右も左も分からず、毎日周り

の皆様に支えられてばかりで

す。少しでも早く仕事を覚えて、

矢祭町がより良い町になるよう

努力していきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

　今年度から矢祭町役場職員と

して勤めさせて頂きます菊池紀

文です。町民の皆様には常日頃

より大変お世話になっておりま

す。皆様の暖かいお気持ちに応

えられるように務めて参ります。

ご指導ご鞭撻の程よろしくお願

いいたします。

自立総務課　総務グループ

古
ふるいち

市　龍
たつや

也

町民福祉課　町民グループ

金
かなざわ

澤　　翔
かける

町民福祉課　生活環境グループ

益
ましこ

子　賢
けんすけ

介

事業課　事業グループ　　

鈴
すずき

木　雅
まさと

人

教育課　学校教育グループ

菊
きくち

池　紀
のりふみ

文

矢祭町　平成 25 年 4 月 1 日付採用職員

Freshers 
完成待ち遠しい‼　

　やまつりこども園
園
舎
が
姿
を
現
す

・０～２歳保育部　保育室　

・３～５歳幼児教育部　保育室　

・預かり保育室

・ランチルーム

・厨房

　（すべての園児の給食をまかないます）

・遊戯室

・太陽光発電設備　１８．５Ｋｗ　　

・空調設備整備

・施設床面積　約１，５００㎡

〈施設の構成〉

　本年３月に着工したやまつりこども園新築工事は、順調に進み、町保育所とや

まつり幼稚園の園児は、日一日と移りゆく工事の現場を興味深く眺め、入園でき

る日を心待ちにしています。

　本園は保育園と幼稚園両方の役割を果たし、町の子育て支援の中核を成す施設

として、２５年度内供用開始を見込み、本年１１月の完成を目指しています。
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Ｈ

受
け
て
安
心
「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」

　

食
習
慣
の
乱
れ
、
運
動
不
足
、
喫

煙
習
慣
な
ど
が
積
み
重
な
っ
て
発
病

す
る
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
を
「
生
活
習
慣
病
」
と
い

い
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
こ
の
生
活

習
慣
病
の
前
兆
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に
発
見

し
、
生
活
習
慣
病
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

特定健診を受けるとどんな
いいことがあるでしょうか？

　

生
活
習
慣
病
は
、
進
行
し
て
も
自
覚

症
状
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
て
い

る
の
か
、
予
備
軍
に
該
当
し
て
い
る
の

か
、
非
該
当
か
結
果
が
出
て
き
ま
す
。

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
重
症
化
を
防

ぎ
ま
す
。

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
あ

な
た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
い
る
人

は
、
受
け
て
い
な
い
人
よ
り
も
医
療
費

が
か
か
ら
な
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す
。
健
診
に
よ
っ
て
健
康
意
識
が

高
ま
る
こ
と
や
、
発
症
の
前
段
階
で
発

見
で
き
、
重
症
化
し
な
い
こ
と
な
ど
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
と
が
ん
検

診
は
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
実
施
い
た
し

ま
す
。
都
合
の
つ
く
会
場
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
は
、
毎
年
町
の
健
診
を
受

け
て
い
た
だ
く
対
象
者
で
す
。
現
在
ま

で
の
受
診
者
は
、
約
50
％
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
健
康
診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
診
後
の
特
定
保
健
指
導
に
つ

い
て
も
該
当
者
の
方
は
、
必
ず
受
診
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

改
善
可
能
な
段
階
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
！

専
門
家
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
！

医
療
費
が
安
く
す
む
！

　カンガルーくらぶでは、毎月第３火曜日 11:00 ～

11:30 まで英語教室「カサンドラ先生と英語であそぼ

う！」を行っています。英語教室というと少し難しいイ

メージかもしれませんが、カンガルーくらぶは乳幼児（未

就園児）をもつお母さんが、親子で利用するところなの

で、あそびながら英語に親しんでもらっています。

　講師は町国際交流員のカサンドラ先生です。毎回、「あ

たま、かた、ひざ、ぽん！」の全身を使ったあそびで始

まり、次に英語バージョンを行います。それから、簡単

な挨拶「ハロー、ハウ　アー　ユー」「アイム　ファイン」

をしたり、絵本を見たりして、先生も子ども達との会話

のやりとりをしながら楽しんでいるようです。また、先

生の母国（オーストラリア）のゲームなども教えてもら

い、参加者で体を動かしてあそぶので、30分という時

間はあっという間に過ぎてしまいます。興味のある方は、

ぜひ、お子さんと英語にふれてみませんか。

英語であそぼう！

カ
ン
ガ
ル
ー

　
　
　

く
ら
ぶ

毎
日
の
健
康
は

　
　

健
診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
…

平成 25 年度特定健康診査及び各種がん検診日程表

月 日 曜日
受  付  時  間  ：  午前７時３０分～午前９時３０分  

対　象　地　区 会　　　場

８

５日 （月） 茗荷・内川・真木野地区 内川小学校体育館

６日 （火） 宝 坂 地 区 宝坂構造改善センター

７日 （水） 追分・馬渡戸・高野谷地地区 高野谷地地区多目的集会施設

８日 （木） 上 関 河 内・ 大 垬 地 区 上関河内健康ふれあい館

９日 （金） 下 関 河 内 地 区 下関河内多目的集会施設

18日（日） 舘本・桃ノ木・上野内地区 矢祭町山村開発センター

19日（月） 石 田・ 小 田 川 地 区 矢祭町山村開発センター

20日（火） 関 岡・ 高 山 地 区 高城構造改善センター

21日（水） 中 石 井 地 区 石井小学校体育館

22日（木） 下 石 井 地 区 下石井多目的共同利用施設

23日（金） 戸塚・金沢・山野井地区 矢祭町体育センター



説明を聞く子どもたち

受賞報告をした鈴木団長と芳賀副団長
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　7月 19 日、交通安全協会石井支部（佐川守支

部長）では、石井小学校を会場に交通安全テント

村を開設し、これから楽しい夏休みに入る児童た

ちに、反射マスコットや交通事故防止啓発のチラ

シなどを配り、交通安全を呼びかけました。

　7 月 20 日から 8 月 24 日まで町内幼稚園、小

学校、中学校は夏休み期間中となります。運転

するドライバーの皆さんも安全運転を心がけま

しょう。

事
故
の
な
い
夏
休
み
を

大
切
に
使
わ
せ
て

　
　

い
た
だ
き
ま
す

町長へ寄付を寄託する菊池洋さん

　昭和 34 年度に内川中学校を卒業した同級生

による「古稀祝賀の集い」の参加者 24 名より

7万 5千円が集まり、ふるさと人づくり基金に

役立ててほしいと代表の菊池洋さんが 7月 10

日役場を訪れ、町長に寄託しました。

　町では、寄付いただいた貴重な浄財を、ふる

さと人づくり基金に繰り入れ、大切に使わせて

いただきます。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
寄
与

表彰を受けた佐川さん

　7月 16 日、町スポーツ推進委員副委員長を

務める佐川昭夫さんが役場を訪れ、平成 25 年

度東北地区スポーツ推進委員研修会福島県大会

でスポーツ推進員功労者として表彰を受けたこ

とを町長に報告しました。

　この賞は、平成 4年から現在までにわたり、

スポーツの振興に尽力したその功績が認められ

たもので、佐川さんは「今後も町民の健康増進

のためにスポーツの普及に努めて参ります」と

意気込みを語りました。

啓発活動のようす

　7月 1 日、「社会を明るくする運動」の啓発

活動として、人権擁護委員と保護司、町更正保

護女性会参加のもと、町内のＪＲ水郡線各駅で

利用客に、犯罪や非行防止を呼びかける啓発活

動が行われました。

　この「社会を明るくする運動」は、青少年の

犯罪や非行防止と犯罪や非行をした者の更生、

援助のための地域活動について、広く国民の理

解と協力を得ようとするもので、7月から 8月

の間、全国的に展開されています。　

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て　

地
域
の
温
か
い
目
で

　6月 28 日、町中央公民館において矢祭

町青少年育成町民会議（古張允会長）の

25 年度総会が開かれました。この会議は

青少年の非行を防止し、健全な育成を図る

ことを目的に毎年開催されています。

今年度も健全な家庭づくり活動の推進や町

民への啓蒙活動の充実など 7項目を重点

運動に活動が行われていくことになりまし

た。

会議のようす

　6月 27 日、やまつりこども園新築工事を請け

負っている藤田建設工業（株）では、やまつり子

ども園の工事現場に、やまつり幼稚園の園児と保

育所児を招き、園児ふれあい現場見学会を開きま

した。

　工事用のヘルメットやチョッキを着用した子ど

もたちは、新しくできる自分たちの学び舎に目を

輝かせて現場で重機に乗ったり、工事の話を聞い

たりしていました。

子
ど
も
園
に
ワ
ク
ワ
ク
‼

１
年
間
の
活
動
が
評
価

　7月 26 日、矢祭山みどりの少年団の鈴

木亜利紗団長と芳賀陸真副団長が役場を訪

れ、第 34 回県緑の少年団活動実績発表大

会において準特選（県教育長賞）を受賞し

たことを町長に報告しました。

　この受賞は矢祭山みどりの少年団が1年

間取り組んできた活動内容が評価されたも

ので、町長は「来年度は県知事賞が取れる

ように頑張ってください」と今後の活動に

期待を寄せました。

啓発グッズを受け取る子どもたち



児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

専
業
主
婦（
夫
）
の
年
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

特
別
警
報
の
発
表
が
開

始
さ
れ
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験
の
お

知
ら
せ

住
宅･

土
地
統
計
調
査
の

お
知
ら
せ

行事＆
　　お知らせ

情報局

今

月
の

納

税

●
町
県
民
税　

　
　

２
期

●
国
民
健
康
保
険
及
び

　

介
護
納
付
金　

　

３
期

●
介
護
保
険
料　

　

３
期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
期

※
口
座
振
替
日
・
納
期
限

　
　
　
　

９
月
２
日（
月
）

18広報やまつりＨ25．８19 広報やまつりＨ25．８

◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日～７月１5日）

火災件数　　７件
救急出動　１０２件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

　

午
前

　

二
次
試
験　

10
月
５
日
（
土
）

　

〜
11
日
（
金
）
の
指
定
さ
れ
た

　

１
日

○
海
上
、
航
空
自
衛
隊
航
空
学

　

生
◆
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間  

　

８
月
１
日
（
木
）
〜

　

９
月
６
日
（
金
）

◆
試 

験 

日

　

一
次
試
験　

９
月
21
日
（
土
）

　

二
次
試
験　

10
月
12
日
（
土
）

　

〜
17
日
（
木
）
の
指
定
さ
れ
た

　

１
日

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８(

２
４)

０
３
７
２

　

10
月
１
日
、
全
国
で
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国
や

都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生

活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施

策
な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の
大
切

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

っ
た
世
帯
に
は
、
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お

う
か
が
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す

る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、

そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し

ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
役
場
自
立
総
務
課

　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）３
１
３
１

人　口 ６，３３０人 （－ 18）

男 ３，０９８人 （－ 9）

女 ３，２３２人 （－ 9）

世　帯 ２，０８３世帯 （－ 6）

７月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

緑川　卓
た く ま

真 6 /28  賢 ・佳苗 関　岡

増子　廉
きよたけ

長 ７/２ 雄一・奈津美 東　舘

石井　凰
おうすけ

介 ７/12 和彦・千尋 小田川

鈴木　絢
あやな

奈
７/15 淳 ・知子 東　舘

鈴木　結
ゆいな

奈

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区

小松　健一 62 盛雄 ７/ ３ 戸　 塚

保科　常三 95 喜一 ７/ ５ 小 田 川

瀧深カツ子 83 登 ７/ ７ 下関河内

圷　　豊明 79 史明 7 / 20 東　　舘

須藤　美知 87 茂明 ７/ 23 東　　舘

●お悔み申し上げます

●あとがき

☆天王祭の取材で、お宮入りの際、
神輿の担ぎ手からは祭にかける熱い
ものを感じ、気がついたらシャッ
ターを夢中で押し続けていました。
☆私も天王祭のふれあい矢祭 2013
のイベントで行われた、町特産のこ
んにゃくを使った早食い競争「第 1
回さしコン世界選手権」に飛び入り
で参加しましたが、結果入賞できず
残念でした。来年こそは…リベンジ
目指して頑張ります。（龍）

○
自
衛
官
候
補
生

◆
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
〜

　

９
月
６
日
（
金
）

◆
試 

験 

日

　

（
男
子
）
９
月
16
日
（
月
）
午
後

　

（
女
子
）
９
月
24
日
（
火
）

○
一
般
曹
候
補
生

◆
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
〜

　

９
月
６
日
（
金
）

◆
試 

験 

日

　

一
次
試
験　

９
月
16
日
（
月
）

　厳しい暑さが続いています。この時期、注意しなければいけないの

は熱中症です。屋外でなりがちですが、気温が高く、湿度も高い場合

は屋内でも熱中症になる可能性があります。また夜間も同じです。適

切に冷房器具等を使用し熱中症を予防しましょう。

症状としては

・身体がだるい、気分不快、頭痛や吐き気

・立ちくらみ、頭がぼーっとしてくる

応急処置は

・風通しの良いところ、日陰やクーラーの効いている部屋に移動する。

・ベルト等を緩めて、首、脇、太ももの付け根辺りを冷やす。

・塩分、糖分が入った飲み物をこまめにとる。（スポーツドリンク等）

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
以
下
の
期
間
で
「
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
」
及
び
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」

の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

　

期
間
内
に
提
出
を
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
手
当
が
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
期
間

内
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
受
付
期
間

○
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
１
日
（
木
）
〜　

　

８
月
23
日
（
金
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
12
日
（
月
）
〜

　

８
月
23
日
（
金
）

◆
受
付
時
間　

　

　

平
日　

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
17
時
15
分

※
基
本
的
に
土
・
日
曜
日
の
受

　

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

（
時
間
の
都
合
が
合
わ
な
い

　

方
は
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉

　

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。
）

◆
受
付
場
所　

　

　

役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル

　

ー
プ

◆
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
、
手
当
証
書

※
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
の

　

用
紙
は
役
場
窓
口
に
あ
り
ま

　

す
。

※
手
当
証
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

　

は
「
亡
失
届
」
を
合
わ
せ
て

　

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
７
３

　

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専

業
主
婦
（
※
）
の
年
金
が
改
正
さ

れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が
退

職
し
た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り

替
え
の
手
続
き
が
遅
れ
た
た

め
、
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
主
婦
が
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
を
受
け
取
れ

る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

夫
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合

や
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と

き
な
ど
は
、
手
続
き
（
第
３
号

被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
変
更
届
）
を
し
て
保
険

料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
手
続
き
が
２
年
以

上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

保
険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発

生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年

金
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

方
が
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
未
納
期
間
」
を
「
受
給

資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
25
年
８

月
30
日
か
ら
、
新
し
く
「
特
別

警
報
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

特
別
警
報
と
は
、
「
平
成
23
年

７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
の
よ

う
な
数
十
年
に
一
度
あ
る
か
ど

う
か
の
豪
雨
や
津
波
な
ど
が
予

測
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険

性
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場

合
に
、
気
象
庁
が
最
大
限
の
危

機
感
・
切
迫
感
を
伝
え
る
た
め

発
表
す
る
も
の
で
す
。
特
別
警

報
の
発
表
を
知
っ
た
ら
、
た
だ

ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
ま
で
安
全
と
い
う
わ
け
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
警
報
が

発
表
さ
れ
た
段
階
で
こ
れ
ま
で

通
り
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
◆
問
い
合
わ
せ

　

気
象
庁　

福
島
地
方
気
象
台

　

防
災
業
務
課　

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）０
３
２
１

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

（
※
）
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

夫
が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
様

で
す
。

○
主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え

　

の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ

　

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
今
す

　

ぐ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
が
遅
れ
る
と
年
金
の

　

受
け
取
り
も
遅
れ
ま
す
。

　

65
歳
未
満
の
方
は
、
障
害
・

　

遺
族
年
金
を
受
け
取
り
や
す

　

く
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

　

ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）
０
５
０

　

ま
た
は

　

日
本
年
金
機
構

　

白
河
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
７
）
４
１
６
１

社会を明るくする運動…広げよう「ありがとう」の言葉

※広報紙下欄の標語は、人権啓発運　
　動及び社会を明るくする運動を展　
　開しているものです。

　
h
ttp
://w
w
w
.jm
a.g
o
.jp
/jm
a
/

　
k
ish
o
u
/k
n
o
w
/k
u
b
e
tsu
-

　
k
eih
o
/in
d
e
x
.h
tm
l

　「熱中症に注意しましょう」
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第４回定例会
６月１０日～１４日

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

３
億
２
，０
８
５
万
４
千
円
を
追
加
！

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
報
告
２
件
、
専
決
処
分
報
告
５
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
１
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
５
件
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
、
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
規
約
の
変
更
、
平
成

25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
人
事
案
件
５
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
25
議
案
を
審
議

し
、
副
町
長
の
選
任
同
意
以
外
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出

案
件
で
は
、
請
願
３
件
、
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
、
追
加
提
案
と
し
て
、
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
３
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

報　
　
　

告

条　
　
　

例

そ　

の　

他

補

正

予

算

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
１
号
）

　

東
日
本
大
震
災
影
響
等
に
よ

る
繰
越
明
許
費
の
繰
越
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
１
４
６
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す

る
も
の
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告

第
２
号
）

　

矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
法
面
補

強
工
事
、
矢
祭
中
学
校
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
等
改
修
工
事
、

仮
称
矢
祭
町
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
に
お
け
る
継
続
費
の

逓
次
繰
越
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
１
４
５
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
２
号　

平
成
24
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
52
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
入
歳
出

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
を
し

ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
３
号　

平
成
24
年
度

矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
53
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
入
歳
出

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
を
し

ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
４
号　

平
成
24
年
度

矢
祭
町
工
場
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
54

号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
事
業
の
確

定
に
伴
う
も
の
で
、
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
専
決
処
分
を
し
ま
し

た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
専
決
第
５
号　

平
成
24
年
度

矢
祭
町
霊
園
事
業
特
別
会
計　

補
正
予
算
（
議
案
第
55
号
）

　

歳
入
歳
出
の
確
定
に
よ
る
も

の
で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
専

決
処
分
を
し
ま
し
た
の
で
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平成24年度各会計別予算補正状況（6月第4回定例会）
（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,948,461 △ 75,033 4,873,428

特

別

会

計

国民健康保険 794,295 23,921 818,216

工場団地造成 7,537 0 7,537

霊 園 事 業 1,017 △ 262 755

◎
専
決
第
６
号　

平
成
25
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
56
号
）

　

県
農
産
物
の
信
頼
回
復
を
図

る
た
め
、
放
射
性
物
質
の
吸
収

抑
制
対
策
と
し
て
、
カ
リ
質
肥

料
施
用
等
の
支
援
を
行
う
た
め
、

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分

を
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
新
築
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
（
議
案
第
57
号
）

　

空
調
設
備
設
置
工
事
及
び
太

陽
光
発
電
設
備
工
事
の
追
加
等

に
よ
り
工
事
請
負
金
額
の
増
額

の
変
更
契
約
を
す
る
た
め
に
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第

５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
法
面
補
強
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
（
議
案
第
73
号
）

　

工
事
請
負
金
額
の
減
額
の
変

更
契
約
を
す
る
た
め
に
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号

及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規

定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
の
制

定
（
議
案
第
58
号
）

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締

結
し
、
若
し
く
は
変
更
し
、
ま

た
は
協
定
の
廃
止
を
求
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
中
心
市
と
周
辺

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
議

決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
59
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
特
別
措
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
60
号
）

　

省
令
改
正
に
よ
り
過
疎
法
が

延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
61
号
）

　

平
成
25
年
度
の
按
分
率
等
の

改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
62
号
）

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
、
東
日
本
大
震
災
に

対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
、

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た

め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助

成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働

省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す

る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

（
議

案
第
63
号
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
（
議
案
第
64

号
）

　

町
道
桃
木
・
柳
下
線
改
良
事

業
を
追
加
す
る
た
め
に
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第

６
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
規
約
の
変
更
（
議
案
第

65
号
）

　

新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
講
じ
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
自
治

法
第
２
８
６
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
、
同
法
第
２
９
０
条
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得

る
も
の
で
す
。

　

高
野
地
内
の
排
水
路
整
備
事

業
、
森
林
の
放
射
性
物
質
対
策

事
業
、
町
道
桃
木
・
柳
下
線
改

良
工
事
、
小
学
校
統
合
に
伴
う

経
費
等
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（

議
案
第
67
号
）

　

本
算
定
に
よ
り
一
般
被
保
険

者
加
入
者
増
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
、
療
養
給
付
費
交
付
金
等

の
決
定
等
に
よ
る
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

平成25年度各一般会計予算補正状況（専決第6号） 
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 3,340,000 7,488 3,347,488
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◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
66
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
68
号
）

　

茗
荷
浄
水
場
管
理
棟
屋
上
改

修
工
事
、
石
井
水
源
地
滅
菌
機
修

繕
等
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
69
号
）

　

登
記
手
数
料
が
補
正
の
主
な

内
容
で
す
。

契　
　
　

約



人

事

案

件

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
70
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　

矢
祭
町
大
字
高
野

　
　
　
　
　

字
上
高
野
67
番
地

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

菊

池　

憲

一

氏

教
育
委
員
会
委
員
に

益

子　

　

敬

氏

◎
副
町
長
の
選
任
（
議
案
第
72

号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

賛
成
少
数
で
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
１
号
・
諮
問
第
２

号
）

　

福
島
法
務
局
長
よ
り
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が
あ
っ

た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
第

６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

　

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※任期は平成25年６月18日か
　ら平成29年６月17日まで

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

佐

川
　

文

江

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

豊

田
　

中

子

氏

請
　

　

　

願

請　

願
・
陳　

情

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
生
活
交
通
の
改
善
・
充

実
に
関
す
る
請
願

請
願
者

矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　

自
治
対
策
地
域
懇
話
会

代
表
世
話
人　

　

髙
野　

儀
一

紹
介
議
員　

　
　

廣
野　

吉
雄

審
査
結
果　

　
　

採　
　

択

○
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

○
政
府
の
原
発
事
故
収
束
宣
言

の
撤
回
と
賠
償
基
準
見
直
し
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

矢
祭
町
大
字
東
舘
字
桃
木
町
17

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

　

繁

紹
介
議
員　

　
　

廣
野　

吉
雄

審
査
結
果　

　
　

採　
　

択

陳　
　
　

情

意　

見　

書

議
員
提
出
議
案

○
年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
発
議
第
３
号
）

○
政
府
の
原
発
事
故
収
束
宣
言

の
撤
回
と
賠
償
基
準
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
（
発
議
第
４
号
）

○
国
に
対
し
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

り
発
生
し
た
損
害
賠
償
請
求
権

に
つ
き
３
年
の
消
滅
時
効
の
適

用
を
排
除
す
る
立
法
措
置
を
求

め
る
意
見
書
（
発
議
第
５
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
３
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

廣野吉雄議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
日
と
13
日
の
２
日
間
お
こ
な
わ

れ
、
６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

一
般
・
教
育
・
観
光
行
政

質
問　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に

関
わ
る
責
任
に
つ
い
て
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報
告
書
の
中
で
、
町
民
が

納
得
す
る
、
町
長
及
び
関
係
者

の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
と
し
た
が
、
３
ヶ
月

が
過
ぎ
た
段
階
で
も
、
何
ら
表

明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

町
長

　

特
別
委
員
会
発
足
時
に
委
員

会
の
中
で
も
、
違
反
し
た
部
分

の
懲
戒
と
か
そ
う
い
う
話
は
出

ま
し
た
。
２
つ
の
委
員
会
の
結

論
が
出
て
か
ら
、
そ
う
し
た
処

置
を
と
る
と
答
弁
を
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

　
　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
責
任
を
明
確
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

そ
れ
で
は
了
解
い
た
し
ま
し

た
。

　
　

そ
れ
は
い
つ
の
時
期
に
ど

う
い
う
形
で
さ
れ
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
そ

う
し
た
処
置
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

地
方
自
治
法
な
り
地
方
公

務
員
法
で
も
、
職
務
上
不
法
行

為
が
あ
れ
ば
、
当
然
、
処
罰
と

い
う
か
懲
戒
が
あ
る
と
な
っ
て

い
る
わ
け
で
、
法
律
・
条
令
に

違
反
し
て
い
る
の
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
再
度
答
弁
を
求
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
今
月
中
に
は
何
ら
か
の
処

置
を
い
た
し
ま
す
。

質
問　

風
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
補
助
に
つ
い
て

　
　

風
疹
の
福
島
県
内
の
発
生

状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
内
で
は
、
１
月
か
ら
５
月

ま
で
18
人
の
感
染
の
確
認
が
あ

っ
た
と
、
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

福
島
県
内
で
は
、
郡
山
市

が
補
助
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
矢
祭
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

町
長

　

今
後
、
町
村
会
で
相
談
し
な

が
ら
、
担
当
課
長
等
と
す
り
合

わ
せ
も
行
い
な
が
ら
検
討
は
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

観
光
行
政
の
現
状
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　

花
の
王
国
ふ
く
し
ま
、
フ

ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
押

印
場
所
の
ふ
れ
あ
い
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
定
休
日
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
ス
タ
ン
プ
が
押
せ
な
い

と
い
う
苦
情
が
町
に
来
て
お
り

ま
せ
ん
か
。

　
　

事
業
課
長

　

ふ
れ
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
閉

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

ご
相
談
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

久
慈
川
の
堤
防
に
あ
っ
た

桜
の
木
が
突
如
、
伐
採
さ
れ
た

が
、
ど
う
い
う
理
由
で
す
か
。

　
　

町
長

　

町
と
し
て
は
、
一
切
関
知
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

将
来
、
名
所
に
な
る
と
こ

ろ
の
桜
を
伐
採
し
た
の
か
と
い

う
の
が
、
町
民
か
ら
不
思
議
な

目
で
見
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
ど
こ
が
切
っ
た
か
、
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

町
と
し
て
は
関
知
し
て
い
な

い
話
で
す
け
れ
ど
、
久
慈
川
の

河
川
敷
の
管
理
は
、
棚
倉
土
木

事
務
所
、
或
い
は
県
南
建
設
事

務
所
が
や
っ
て
お
り
ま
す
。

鈴木一徳議員

教
育
・
防
災
・
一
般
行
政

質
問　

小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

　
　

基
本
設
計
を
委
託
す
る
前

に
、
町
と
し
て
基
本
的
な
考
え

は
持
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育

て
た
い
の
か
を
明
確
に
し
て
、

建
設
開
校
準
備
委
員
会
の
立
ち

上
げ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

基
本
設
計
と
い
う
の
は
、

全
体
的
な
部
分
は
当
然
あ
り
ま

す
が
、
校
舎
で
す
。
ど
の
よ
う

な
校
舎
に
す
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

誠
意
を
持
っ
て
用
地
交
渉
に

当
た
り
ま
す
が
、
用
地
交
渉
の

進
展
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　

基
本
設
計
を
委
託
す
る
前

に
公
聴
会
を
開
く
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
聴
取

し
て
や
っ
て
い
く
の
が
当
然
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
検
討
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

統
合
小
学
校
は
東
舘
小
に

整
備
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

は
耐
震
工
事
か
新
築
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

新
築
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

用
地
交
渉
の
行
方
次
第
で
あ
り

ま
す
が
、
現
校
舎
で
授
業
を
進

め
な
が
ら
新
し
い
校
舎
を
そ
の

周
辺
に
建
て
る
考
え
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
　

用
地
は
当
然
重
要
な
問
題

で
す
が
、
慎
重
に
考
え
て
い
る

の
か
疑
問
に
思
う
、
教
育
は
50

年
100
年
の
計
と
言
っ
て
い
る
が
、

石
井
小
学
校
を
建
築
し
て
ま
だ

10
年
で
廃
校
に
な
る
可
能
性
が

高
い
、
50
年
100
年
の
計
と
言
え

　
　
　

矢
祭
町
大
字
宝
坂

　
　
　
　
　
　

字
諸
花
45
番
地

　

全
会
一
致
で
、
両
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
県
道
石
井
大
子
線
茗
荷
地
区

改
良
促
進
委
員
会
谷
田
部
一
巳

会
長
外
役
員
よ
り
次
の
陳
情
が

あ
り
ま
し
た
。

○
一
般
県
道
石
井
・
大
子
線
の

早
期
改
良

◎
福
島
県
弁
護
士
会
小
池
達
哉

会
長
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま

し
た
。

○
国
に
対
し
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り

発
生
し
た
損
害
賠
償
請
求
権
に

つ
き
３
年
の
消
滅
時
効
の
適
用

を
排
除
す
る
立
法
措
置
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

平成25年度各会計別予算補正状況（6月第4回定例会）
 （単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 3,347,488 320,854 3,668,342

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 754,375 17,958 772,333

水 道 事 業 138,500 4,700 143,200

工場団地造成事業 5,998 0 5,998

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
議

案
第
71
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　

矢
祭
町
大
字
中
石
井

　
　
　
　
　
　
　

字
柵
78
番
地

る
請
願

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　
　
　
　

福
島
県
東
石
支
部

支
部
長　

　
　
　

石
沢　

泰
仲

紹
介
議
員　

　
　

廣
野　

吉
雄

審
査
結
果　

　
　

採　
　

択

情◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―
76
大
森
泰
幸
さ
ん
よ
り
次

の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
平
成
24
年
度
小
学
校
統
合
等

検
討
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し

た
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
陳
情

問答問

問 問問 答答答

答問答問答

問

答

問答

問

答

答答答 問問 問 問
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る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
長

　

教
育
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
50
年
100

年
、
将
来
を
見
据
え
た
教
育
施

設
の
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問　

公
共
施
設
の
活
用
状

況
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
　

舘
山
ラ
ン
ド
及
び
矢
祭
山

の
公
共
施
設
の
管
理
・
活
用
状

況
と
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

展
望
台
は
、
建
築
年
次
は
平

成
２
年
、
建
築
金
額
が
６
，
４

４
７
万
８
，
０
０
０
円
。
ス
ー

パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
平
成
元
年

〜
２
年
に
建
築
、
金
額
が
８
，

４
８
７
万
４
，
０
０
０
円
。
24

年
度
１
年
間
の
使
用
状
況
は
、

２
施
設
は
21
年
か
ら
閉
鎖
し
て

お
り
維
持
費
、
収
入
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
有
料
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
建
築
年
次
、
平
成
８
年
、

建
築
金
額
が
６
，
４
６
８
万
３
，

０
０
０
円
。
総
合
案
内
施
設
は
、

建
築
年
次
は
平
成
２
年
、
金
額

は
６
，
２
５
０
万
円
。
24
年
度

の
使
用
状
況
で
す
が
、
有
料
ト

イ
レ
は
観
光
案
内
も
含
め
ま
し

て
２
，
６
２
３
名
、
総
合
案
内

施
設
は
２
８
６
名
の
利
用
で
す
。

維
持
費
は
、
有
料
ト
イ
レ
は
１

０
７
万
７
，
０
０
０
円
、
総
合

案
内
施
設
は
62
万
３
，
０
０
０

円
で
す
。
収
入
額
で
す
が
、
有

料
ト
イ
レ
は
、
６
万
１
，
０
０

０
円
、
総
合
案
内
施
設
は
、
２
，

５
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

舘
山
の
展
望
台
、
ス
パ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
ど

う
し
て
も
危
険
で
あ
れ
ば
撤
去

し
た
い
。
展
望
台
は
現
状
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

女
性
専
用
ト
イ
レ
は
単
純

計
算
で
、
１
日
0.8
人
だ
け
の
利

用
で
あ
る
。
町
が
新
設
し
た
施

設
で
満
足
に
維
持
管
理
を
し
て

い
な
い
施
設
が
多
い
、
有
効
活

用
、
改
善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

こ
の
施
設
を
つ
く
っ
た
と
き

に
は
、
観
光
地
と
し
て
多
く
の

お
客
さ
ん
が
来
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
、
そ
う
い
う
気
が
し

て
お
り
ま
す
。
観
光
案
内
施
設

が
矢
祭
山
に
は
な
い
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
公
営
の
観
光
案
内

施
設
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ

る
方
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

藤田玄夫議員

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

に
つ
い
て

　
　

現
在
の
こ
ど
も
園
の
状
況

を
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

４
月
に
東
舘
、
石
井
幼
稚
園

を
統
合
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も

達
は
新
し
い
環
境
に
適
応
し
学

級
も
ま
と
ま
り
、
楽
し
い
園
生

活
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
、
幼
稚
園

教
諭
が
乗
車
し
、
乗
降
に
安
心

・
安
全
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

３
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
取

り
組
む
と
聞
き
ま
し
た
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

Ａ
工
区
に
つ
い
て
は
、
建
て

方
が
終
了
し
、
屋
根
、
壁
下
の

下
地
の
取
り
付
け
ま
で
進
ん
で

い
ま
す
。
Ｂ
工
区
に
つ
い
て
は
、

基
礎
の
配
筋
、
立
ち
上
が
り
枠

の
片
付
け
、
Ｃ
工
区
に
つ
い
て

は
、
基
礎
配
筋
ま
で
で
、
全
体

で
23
％
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

地
熱
利
用
を
な
ぜ
中
止
し

た
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長　

　

先
進
施
設
等
の
視
察
、
議
会

の
中
で
の
説
明
で
賛
否
両
論
が

あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
賛

成
が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
建

築
し
ま
す
。

質
問　

小
学
校
統
合
等
に
向

け
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

町
立
統
合
小
学
校
開
設
開

校
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
委
員
会
の
持
つ
意

味
、
委
員
会
に
ど
こ
ま
で
託
す

の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長　

　

第
１
回
開
校
準
備
委
員
会
に

統
合
小
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
、
広
く
町
民
、
各
界
、
各
層

か
ら
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て

い
た
だ
き
、
答
申
す
る
こ
と
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問　

第
４
次
総
合
計
画
の

見
直
し
計
画
に
つ
い
て

　
　

第
４
次
総
合
計
画
の
見
直

し
の
中
で
、
町
長
が
一
番
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
た
い
も
の
を

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長　

　

見
直
し
の
中
で
一
番
力
を
入

れ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
教
育
環
境
の
充
実
だ

と
思
い
ま
す
。
更
に
、
社
会
福

祉
の
充
実
等
は
計
画
の
中
で
見

直
し
を
し
て
、
町
民
の
幸
せ
向

上
の
た
め
に
計
画
を
練
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木敏男議員

一
般
・
建
設
・
教
育
行
政

質
問　

叙
位
・
叙
勲
に
つ
い
て

　
　

基
準
、
申
請
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

毎
年
、
推
薦
候
補
者
を
県
に

報
告
し
て
い
ま
す
。
基
準
で
す

が
、
旭
日
章
は
、
国
家
又
は
公

共
に
対
し
功
績
の
あ
る
者
、
瑞

宝
章
は
国
家
又
は
公
共
に
対
し

積
年
の
功
労
の
あ
る
者
で
す
。

　
　

町
長

　

平
成
13
年
、
住
基
ネ
ッ
ト
の

接
続
提
案
を
否
決
し
た
当
時
の

議
員
は
、
申
請
は
し
て
お
り
ま

す
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

住
基
ネ
ッ
ト
に
反
対
し
た

人
は
、
申
請
は
す
る
が
叙
勲
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
、

ま
た
申
請
し
て
も
該
当
し
な
い

方
は
何
人
お
り
ま
す
か
。

　
　

町
長　

　

総
務
省
の
意
向
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
８
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
だ
け
で
な
く
町
長
等
も
お

り
ま
す
。

質
問　

内
川
字
谷
地
下
地
内

の
町
道
舗
装
に
つ
い
て

　
　

通
称
「
中
道
」
と
言
い
ま

す
が
維
持
管
理
が
大
変
な
の
で
、

ぜ
ひ
舗
装
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

事
業
課
長

　

農
道
内
川
１
号
線
で
あ
り
ま

す
が
、
下
り
勾
配
の
た
め
豪
雨

時
に
砂
利
が
流
れ
出
る
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
長　

　

農
林
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
の
財
産
管
理
道
路
で
あ
る

と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
確
か

に
生
活
道
路
と
し
て
利
用
し
て

い
る
よ
う
で
、
優
先
順
位
、
予

算
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
防

塵
舗
装
で
処
理
で
き
る
よ
う
事

業
課
に
話
し
ま
す
。

質
問　

不
祥
事
に
対
し
、
責

任
の
所
在
が
曖
昧
で
誰
も
責

任
を
取
ら
な
い
町
の
対
応
に

つ
い
て

　
　

不
祥
事
に
対
し
、
い
つ
誰

が
責
任
を
取
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

以
前
私
は
、
特
別
委
員
会
の

中
で
２
つ
の
委
員
会
の
結
論
が

出
た
と
き
と
話
し
て
お
り
ま

す
。
私
の
処
分
も
そ
の
と
き
一

緒
に
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。菊池淳之議員

防
災
・
保
健
衛
生
・
農

業
・
建
設
・
教
育
行
政

質
問　

火
災
の
原
因
分
析
と
林

野
火
災
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　

今
ま
で
の
火
災
の
発
生
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

昨
年
は
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
と

東
舘
地
内
に
お
け
る
作
業
所
火

災
の
２
件
が
発
生
し
て
お
り
、

今
年
に
入
り
ま
し
て
、
７
件
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
生
活
ゴ
ミ

焼
却
の
不
始
末
３
件
、
そ
の
他

に
住
宅
、
土
手
草
、
車
両
、
山

林
が
各
１
件
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

生
活
ゴ
ミ
焼
却
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
全
体
と
し
て
、
生
活
ゴ
ミ

焼
却
を
や
め
て
ほ
し
い
と
の
取

組
み
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

回
覧
、
Ｉ
Ｐ
で
も
周
知
は
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
減
ら
な

い
。
罰
則
規
定
も
い
か
が
か
と

い
う
気
が
し
ま
す
。
今
後
も
出

き
る
限
り
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
生
活

ゴ
ミ
を
燃
や
さ
な
い
よ
う
周
知

を
し
て
参
り
た
い
。

質
問　

「
農
家
所
得
10
年
で
倍

増
」
国
の
方
針
に
対
す
る
取

組
み
に
つ
い
て

　
　

新
聞
等
に
大
々
的
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
、
具
体
的
な
案
が
出
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
と
し
て

は
対
応
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

事
業
課
長

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
、
そ
ば
や

大
豆
の
奨
励
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
の
単
費
事
業
で
計
画
し

て
い
ま
す
。
農
業
は
、
町
の
主

要
産
業
と
し
て
考
え
、
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
形
で
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問　

不
在
地
主
、
管
理
不

能
地
の
分
析
対
応
に
つ
い
て

　
　

集
落
営
農
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

情
報
収
集
は
適
宜
行
っ
て
お

り
ま
す
。
地
域
の
農
業
を
ど
う

す
る
か
、
国
で
は
「
人
農
地
プ

ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

集
落
の
中
で
農
地
と
人
の
問
題

を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
話
し

合
う
も
の
で
、
そ
の
枠
組
み
に

沿
っ
た
形
で
集
落
の
方
と
一
緒

に
考
え
る
準
備
を
現
在
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

通
学
路
（
頭
屋
〜
細

内
地
内
）
の
側
溝
蓋
未
整
備

に
つ
い
て

　
　

頭
屋
か
ら
細
内
ま
で
の
間

の
側
溝
蓋
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

市
販
さ
れ
て
い
る
物
で
塞
ぐ
、

あ
る
い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆

う
か
、
地
元
の
考
え
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

質
問　

石
井
小
学
校
の
雨
樋

水
漏
れ
対
策
に
つ
い
て

　
　

雨
樋
の
水
漏
れ
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

校
舎
北
側
の
高
木
の
木
の
葉

が
原
因
で
、
今
年
度
は
６
月
に

清
掃
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

来
年
度
か
ら
は
以
前
の
よ
う
に

保
護
者
会
等
で
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

の
空
調
設
備
に
つ
い
て

　
　

地
熱
か
ら
エ
ア
コ
ン
に
変

わ
っ
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し
て
、

工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
皆
さ
ん
の
賛
同
が
得
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
良
い
と
い
う
こ
と

で
変
更
し
ま
し
た
。

質
問　

教
育
村
、
子
ど
も
園

土
地
取
得
に
係
る
責
任
に
つ

い
て

　
　

当
時
、
関
わ
っ
た
人
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
だ
れ
が

責
任
を
取
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

今
月
中
に
は
処
置
い
た
し
ま

す
。

答答

答

問

問答 問

答 問答 問

答問 答 問

答問答問 答

問

答 問答 答 答

答 答問 問

問

答 問答

答

答問

答

問

答

答

答

問

問問

答



　５月 27 日、議員活動の一環として町有林の現

地調査を実施いたしました。

　町有林は檜山、手元、茗荷、矢祭山、舘山、遠

藤弥三次氏寄付、安治郎、下関河内等で合計で

334ha 余り所有しており、今回は安治郎町有林を

視察研修しました。

議会の
動き

議員による町内視察研修

★ 

５
月

１
日　

平
成
25
年
第
２
回
白
河

　
　
　

広
域
市
町
村
圏
組
合
議

　
　
　

会
臨
時
会
（
白
河
市
ク

　
　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議

　
　
　

室
）

　
　
　

矢
祭
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協

　
　
　

議
会
総
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

11
日　

生
涯
学
習
合
同
開
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

17
日　

第
53
回
矢
祭
町
商
工
会

　
　
　

通
常
総
代
会
（
商
工
会
）

18
日　

東
舘
小
学
校
・
下
関
河

　
　
　

内
小
学
校
・
内
川
小
学

　
　
　

校
・
関
岡
小
学
校
運
動

　
　
　

会

19
日　

特
老
ホ
ー
ム
ユ
ー
ハ
イ

　
　
　

ム
矢
祭
「
田
植
え
祭
り
」

20
日　

例
月
出
納
検
査

24
日　

八
溝
山
天
然
林
保
存
会

　
　
　

総
会

25
日　

石
井
小
学
校
運
動
会

27
日　

町
有
林
視
察

28
〜
29
日　

全
国
町
村
議
会
議

　
　
　

長
・
副
議
長
研
修
会
（
東

　
　
　

京
都
）

★ 

６
月

２
日　

鮎
解
禁
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

（
矢
祭
山
）

　
　
　

第
28
回
矢
祭
町
民
親
善

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

３
日　

第
63
回
地
方
植
樹
祭

　
　
　

（
白
河
市
・
東
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市
）

７
日　

矢
祭
町
松
く
い
虫
防
除

　
　
　

推
進
協
議
会

９
日　

第
66
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

大
会
矢
祭
大
会
（
体
育

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

矢
祭
子
ど
も
司
書
講
座

　
　
　

開
講
式
（
も
っ
た
い
な

　
　
　

い
図
書
館
）

10
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

10
〜
14
日　

第
４
回
定
例
会

15
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

　
　
　

（
東
京
都
）

16
日　

福
島
県
消
防
協
会
東
白

　
　
　

川
支
部
幹
部
大
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
石
井

　
　
　

支
部
総
会
（
戸
塚
構
造

　
　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

28
日　

矢
祭
町
青
少
年
育
成
町

　
　
　

民
会
議
定
期
総
会
（
中

　
　
　

央
公
民
館
）

★ 
７
月

６
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
東
舘

　
　
　

支
部
総
会
（
中
央
公
民

　
　
　

館
）

８
日　

国
道
１
１
８
号
（
矢
祭

　
　
　

〜
須
賀
川
間
）
整
備
促

　
　
　

進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　

（
石
川
町
）

12
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
塙
町
）

　
　
　

東
西
白
河
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
長
懇
談
会
（
塙
町
）

13
日　

山
野
井
地
区
山
車
新
築

　
　
　

落
成
式
（
山
野
井
・
金

　
　
　

沢
多
目
的
集
会
所
）

16
日　

特
別
委
員
会

18
日　

例
月
出
納
検
査

23
日　

東
西
白
河
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
員
研
修
会
（
棚
倉

　
　
　

町
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
合
同
研
修
会
（
鮫

　
　
　

川
村
）

28
日　

矢
祭
町
消
防
団
実
践
ポ

　
　
　

ン
プ
操
法
大
会
（
町
営

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
）

30
日　

第
８
回
防
犯
少
年
ド
ッ

　
　
　

ジ
ボ
ー
ル
大
会
（
中
学

　
　
　

校
体
育
館
）

31
日　

第
17
回
交
通
安
全
ゲ
ー

　
　
　

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
町
営

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
）
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町有林視察研修

郡司浩子議員

一
般
・
健
康
・
経
済
・

観
光
・
教
育
行
政

質
問　

協
働
に
よ
る
町
づ
く
り

の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

　
　

第
４
次
総
合
計
画
に
、
政

策
立
案
過
程
の
透
明
化
を
図
る

と
い
う
こ
と
の
展
開
方
法
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

総
合
計
画
を
本
年
度
に
見
直

し
ま
し
て
、
よ
り
よ
い
町
の
進

む
べ
き
方
向
性
を
決
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
住
ん
で
い
て
よ
か

っ
た
と
、
そ
う
い
わ
れ
る
町
に

し
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

若
者
の
声
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

　
　

町
長

　

テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
若
者
、
高

齢
者
と
の
懇
談
会
も
良
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

住
民
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て

　
　

ス
イ
ン
ピ
ア
に
お
け
る
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
開
校
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

教
育
委
員
会
も
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
適
任
な
指
導
者
を

見
つ
け
た
ら
ば
、
そ
う
い
う
方

向
性
を
確
定
し
た
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

ス
イ
ン
ピ
ア
に
設
置
さ
れ

て
い
る
運
動
健
康
器
具
の
プ
ー

ル
を
利
用
し
な
い
方
の
使
用
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

運
動
器
具
で
す
が
、
ス
イ
ン

ピ
ア
の
利
用
者
に
使
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

な
か
な
か
難
し
い
の
か
な
と
い

う
気
は
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
考
の
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

運
動
器
具
に
関
連
し
ま
し

て
、
地
区
に
あ
る
公
園
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

町
内
に
20
カ
所
の
遊
び
場
が
あ

り
ま
す
。
利
用
状
況
の
数
字
は

つ
か
ん
で
は
お
り
ま
せ
ん
。
行

政
区
長
、
地
区
民
生
委
員
に
お

願
い
し
て
遊
具
の
点
検
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

町
内
に
20
箇
所
あ
り
ま
す

が
、
東
舘
地
区
に
は
あ
り
ま
す

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

舘
山
ラ
ン
ド
に
１
箇
所
、
世

代
交
流
施
設
と
し
て
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
園
の
遊
具
が
使
え

る
よ
う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

散
歩
に
来
た
方
が
外
か
ら
幼

稚
園
児
の
遊
ん
で
る
姿
と
か
、

そ
う
い
う
状
況
を
観
察
で
き
る
、

自
分
も
行
っ
て
み
た
い
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
で
少
し
わ
く
わ

く
感
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
へ

の
構
想
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま

だ
開
放
と
い
う
こ
と
ま
で
は
、

い
ろ
ん
な
課
題
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
今
後

検
討
課
題
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問　

地
域
経
済
施
策
に
つ

い
て

　
　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
事
業

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
事
業
３

本
の
柱
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

１
番
目
の
柱
、
観
光
地
環
境

整
備
事
業
は
、
９
月
中
の
発
注

と
い
う
の
が
１
つ
の
目
標
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
番
目
の
柱
、
観
光
客
誘
客

事
業
で
す
が
、
今
年
度
実
施
と

具
体
的
に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
番
目
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

事
業
で
す
が
、
７
月
ご
ろ
か
ら

事
業
着
手
で
き
る
よ
う
に
準
備

の
ほ
う
を
現
在
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

７
月
23
日
、
棚
倉
町
「
ル
ネ

サ
ン
ス
棚
倉
」
に
お
い
て
、
東

西
白
河
地
方
町
村
議
会
議
員
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

法
政
大
学
法
学
部
教
授　

Ｔ
Ｖ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
萩
谷　

順
氏

を
講
師
に
迎
え
「
現
在
の
政
治

情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

東
西
白
河
地
方
町
村
議
会
議

員
研
修
会
終
了
後
、
バ
イ
オ
マ

ス
変
換
施
設
「
鮫
川
村
豊
か
な

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
き
の

郷
土
」
に
お
い
て
東
白
川
地
方

町
村
議
会
議
員
の
合
同
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
大
楽
鮫
川

村
長
が
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説
明

を
行
い
、
各
議
員
か
ら
の
質
問

に
対
し
答
え
て
い
ま
し
た
。

東
西
白
河
地
方
町
村

　
　

議
会
議
員
研
修
会

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
合
同
研
修
会

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

９
月
で
す
。

問答問答

答問答 問答

答

問

答 問答 問 問
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　地域包括支援センターで行っている「元気はつらつ教

室」のインストラクターなどをつとめながら、今の時期

はいんげんやトマトも作っているという片野エイ子さ

ん。「着付けやお花も好きだし、結構多趣味ですね」と

明るい笑顔で話してくれました。

　今回ご紹介する一品は「エ子ちゃんの甘梅漬け」です。

東京のもったいない市場に行ったときに、待っていたお

客さんがいたのがうれしかったと語る片野さんが作る甘

梅漬けは、とても甘酸っぱく夏バテ防止にぴったりな一

品。みなさん、ぜひご賞味ください。

◆問い合わせ　

　☎ 0247-46-3890（片野）

　矢祭町大字宝坂

今
月
の

一
品

～甘酸っぱさで夏バテ解消～

エ子ちゃんの甘梅漬け

いっぴん

月
情報
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

４ ５ ６広島平和記念日 ７立秋 ８ ９長崎原爆の日 10道の日

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●カンガルーくらぶ

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

○塙厚生病院☎43―1145 特定健診及び各種がん検診　8/5～8/9（受付 7:30～9:30）

11 12 13 14 15月遅れ盆 16 17

●3ヶ月児健診

　塙（受付 13：30～ 13：40）

終戦記念日

○木村医院☎46―3528

18 19 20 21福島県民の日 22 23処暑 24

○あらまちクリニック☎33―8018

●親子ビクス

　山開（10：30～ 11：30）

●カンガルーくらぶ

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

特定健診及び各種がん検診　8/18～8/23（受付 7:30～9:30）

25 26 27 28 29 30 ３1
●幼小中第2学期

　始業式

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

●スインピア屋外プール

　利用最終日

○和田医院☎33―2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

9/1防災の日 ２ ３ ４ ５ ６ ７白露

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

● 2歳児歯科健診

　山開（13：00～ 13：15）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

○東舘診療所☎46―3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

８

当

当

当

当

当

〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当

　本誌に掲載の写真は進呈しますので、ご希望の
方は自立総務課までご連絡ください。


